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安
部
公
房
の
鑑
賞
歴
概
要

―
一
九
三
〇
～
五
〇
年
代

―

糸

賀

寛

は
じ
め
に

安
部
公
房
（
以
下
、
公
房
）
の
典
拠
研
究
は
現
状
進
展
の
少
な
い
領
域

で
あ
り
、
彼
の
創
作
活
動
全
般
と
先
行
文
献
の
関
係
が
十
分
に
解
明
さ
れ

た
と
は
言
い
難
い
。
材
源
は
公
房
の
主
題
や
文
学
的
モ
チ
ー
フ
を
論
ず
る

た
め
の
有
力
な
手
掛
か
り
で
、
公
房
研
究
発
展
の
た
め
に
は
更
な
る
論
究

が
必
要
だ
。
本
論
で
は
、
典
拠
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
公
房
の
鑑
賞
歴

を
概
括
し
、
彼
の
好
ん
だ
作
品
な
ど
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
。
た
だ
し
、

公
房
の
生
涯
を
通
覧
す
る
に
は
紙
幅
が
足
り
な
い
た
め
、
お
お
よ
そ
『
安

部
公
房
全
集
』
（
全
三
〇
巻
、
一
九
九
七
年
七
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月
、

新
潮
社
。
以
下
、『
全
集
〇
巻
』
）
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
一
九
三
〇
～
五

〇
年
代
を
調
査
対
象
と
す
る
。

ま
ず
、
一
九
三
〇
～
五
〇
年
代
の
作
品
に
関
す
る
材
源
研
究
の
蓄
積
を

見
て
お
こ
う
。
有
村
隆
弘
の
、
「
安
部
公
房
の
初
期
の
作
品
（

）
『
名
も

1

な
き
夜
の
た
め
に
』
：
リ
ル
ケ
の
影
響
：
リ
ル
ケ
、
ニ
ー
チ
ェ
、
カ
フ
カ
」

（
一
九
九
四
年
三
月
『
言
語
文
化
論
究
』
五
）
、
「
安
部
公
房
の
初
期
の
作

品
（

）『
異
端
者
の
告
発
』
：
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
：
リ
ル
ケ
、
ニ
ー
チ
ェ
、

2

カ
フ
カ
」
（
一
九
九
五
年
三
月
『
言
語
文
化
論
究
』
六
）
、
「
安
部
公
房
の

初
期
の
作
品
（

）
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
：
ド
イ
ツ
の
文
学
・
思
想
の

3

影
響
：
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、
ニ
ー
チ
ェ
、
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
」
（
一
九
九
六

年
三
月
『
言
語
文
化
論
究
』
七
）
で
は
、
公
房
の
初
期
作
品
が
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
や
ニ
ー
チ
ェ
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
の
実
存
主
義
哲
学
と
、
リ
ル
ケ
や
カ

フ
カ
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
文
学
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
い

る
。田

中
裕
之
は
『
安
部
公
房
文
学
の
研
究
』
（
二
〇
一
二
年
三
月
和
泉
書

院
）
の
第
一
部
「
〈
真
善
美
社
版
〉『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
の
位
相
」
で
、

『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
（
一
九
四
八
年
一
〇
月
真
善
美
社
）
が
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
、
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
を
下
敷
き
に
し

た
上
で
、
ニ
ー
チ
ェ
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
影
響
も
受
け
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。

小
説
「

・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」
（
一
九
五
一
年
二
月
『
近
代
文
学
』
）

S

は
典
拠
研
究
が
比
較
的
多
く
、
荻
正
「
安
部
公
房
「

・
カ
ル
マ
氏
の
犯

S

罪
」
に
お
け
る
キ
ャ
ロ
ル
、
カ
フ
カ

―
裁
判
に
つ
い
て
」
（
一
九
九
七

年
一
二
月
『
国
語
国
文
学
研
究
』
三
三
）
で
は
キ
ャ
ロ
ル
や
カ
フ
カ
と
の

類
似
性
が
論
じ
ら
れ
、
田
中
裕
之
は
「
安
部
公
房
と
シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー
」（
一

九
九
九
年
一
二
月
『
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

比
較
文
学
編
』
三
三
）

に
お
い
て
、
シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー
「
影
を
亡
く
し
た
男
」
を
典
拠
の
一
つ
と
推

定
し
た
。
鳥
羽
耕
史
は
「

・
カ
ル
マ
氏
の
剽
窃

―
「
壁
」
の
イ
ン
タ

S
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ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
『
国
文
学
研
究
』
一

四
一
）
で
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
の
、
藤
井
貴
志
は
「
〈
オ
ブ
ジ
ェ
〉
達

の
革
命

―
花
田
清
輝
と
安
部
公
房
「
壁

―
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」
」

S

（
二
〇
一
六
年
三
月
『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
六
四
）
に
お
い
て
花
田
清

輝
（
以
下
、
清
輝
と
略
）
・
鉱
物
中
心
主
義
の
影
響
が
あ
る
と
そ
れ
ぞ
れ

述
べ
た
。

ま
た
、
玉
川
晶
子
「
安
部
公
房
『
壁
』
に
つ
い
て

―
第
三
部
「
赤
い

繭
」
論
」
（
二
〇
〇
三
年
三
月
『
言
文
』
五
〇
）
に
よ
れ
ば
、
小
説
「
魔

法
の
チ
ョ
ー
ク
」（
一
九
五
〇
年
一
二
月
『
人
間
』
）
は
イ
ン
ド
神
話
を
材

源
と
す
る
。

加
え
て
、
佐
々
木
幸
喜
が
「
安
部
公
房
「
プ
ル
ー
ト
ー
の
わ
な
」
の
素

材
」
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
『
人
間
・
環
境
学
』
二
二
）
に
お
い
て
、
「
プ

ル
ー
ト
ー
の
わ
な
」
（
一
九
五
二
年
六
月
『
現
在
』
）
が
、
カ
フ
カ
「
人
魚

の
沈
黙
」
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
・
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
冥
界
下
り
、
イ
ソ
ッ
プ

寓
話
・
鼠
の
会
議
を
材
源
と
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
「
安
部
公
房

「
保
護
色
」
の
素
材
と
方
法

―
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
マ
ル
ク
ス
主
義

理
論
の
実
践
と
し
て

―
」
（
二
〇
一
六
年
二
月
『
京
都
大
学
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー

論
攷
』
六
）
で
は
、
「
保
護
色
」
（
生
前
未
発
表
。
一
九
五
一

年
五
月
執
筆
）
が
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ク
の
滅
形
」

や
レ
ヴ
ィ
＝
ブ
リ
ュ
ル
『
未
開
社
会
の
思
惟
』
、
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
『
社
会

主
義
と
進
化
論
』
を
素
材
に
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

加
藤
優
は
「
「
未
来
」
へ
の
抵
抗

―
安
部
公
房
「
鉛
の
卵
」
論

―
」

（
二
〇
一
九
年
三
月
『
近
代
文
学
研
究
と
資
料

第
二
次
』
一
三
）
で
「
鉛

の
卵
」
（
一
九
五
七
年
一
一
月
『
群
像
』
）
が
ウ
ェ
ル
ズ
「
タ
イ
ム
・
マ
シ

ン
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
鳥
羽
耕
史
は
「
安
部
公
房
『
第
四
間
氷
期
』

―
水
の
な
か
の

革
命

―
」
（
一
九
九
七
年
一
〇
月
『
国
文
学
研
究
』
一
二
三
）
で
、
ル

イ
セ
ン
コ
学
説
や
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
い
っ
た
当
時
の
自
然
科
学
的
知

見
が
「
第
四
間
氷
期
」（
一
九
五
八
年
七
月
～
一
九
五
九
年
三
月
『
世
界
』
）

に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

他
方
、
論
者
も
「
安
部
公
房
と
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（
一
）

―
「
異
端
者
の
告
発
」
「
ど
れ
い
狩
り
」
「
第
四
間
氷
期
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
二
〇
二
二
年
九
月
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
四
七
）
と
「
安

部
公
房
と
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（
二
）

―
「
手
段
」「
誘
惑
者
」

「
こ
じ
き
の
歌
」
「
愛
の
眼
鏡
は
色
ガ
ラ
ス
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
二
〇

二
三
年
二
月
『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要
』
二
〇
）
で
、
ポ
ー
か
ら
公

房
へ
の
影
響
を
論
証
し
た
。

一
九
三
〇
～
五
〇
年
代
に
つ
い
て
言
え
ば
、
先
行
論
が
対
象
と
し
た
公

房
作
品
は
一
部
に
限
ら
れ
、
典
拠
が
未
解
明
な
作
品
は
依
然
多
い
。
こ
の

年
代
に
限
っ
て
も
公
房
文
学
の
材
源
研
究
は
さ
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
い
と

言
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
論
は
、
典
拠
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
公
房
の
鑑

賞
歴
を
概
括
す
る
が
、
頁
数
の
都
合
上
、
『
全
集
』
の
約
三
分
の
一
で
あ

る
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
絞
っ
て
論
述
す
る
。
調
査
対
象
は
『
全

集
』
を
中
心
に
、
公
房
の
知
人
や
家
族
の
発
言
も
取
り
上
げ
た
。
伝
記
的

事
実
に
つ
い
て
は
、
安
部
ね
り
編
「
安
部
公
房
伝
記
・
年
譜
」
（
二
〇
〇

九
年
三
月
新
潮
社
『
全
集
三
〇
巻
』
所
収
）
・
谷
真
介
『
安
部
公
房
評
伝

年
譜
』（
二
〇
〇
二
年
七
月
新
泉
社
）
・
鳥
羽
耕
史
『
運
動
体
・
安
部
公
房
』

（
二
〇
〇
七
年
五
月
一
葉
社
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本
論
は
、
公
房
が

特
定
の
時
期
に
評
価
し
た
も
の
を
概
略
し
て
お
り
、
彼
が
生
涯
に
渡
っ
て

関
心
を
抱
い
た
作
家
・
作
品
は
記
し
て
い
な
い
。
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一

一
九
三
〇
年
代

一
九
二
四
年
に
東
京
で
生
ま
れ
た
公
房
は
、
翌
年
に
は
父
・
浅
吉
の
仕

事
の
関
係
で
渡
満
。
幼
少
期
を
満
州
で
過
ご
し
、
三
六
年
、
奉
天
第
二
中

学
校
へ
入
学
し
た
。

一
・
一

文
学
全
集

座
談
会
「
明
日
の
新
劇
」（
一
九
六
六
年
六
月
『
心
』
、『
全
集
二
〇
巻
』

所
収
）
に
お
い
て
、
「
た
だ
、
近
代
演
劇
全
集
だ
と
か
、
も
う
一
つ
あ
っ

た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
世
界
戯
曲
全
集
か
な
、
あ
あ
い
う
も
の
は
大
体

中
学
校
の
頃
全
部
読
み
ま
し
た
」
（
一
九
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
国
会

図
書
館
サ
ー
チ
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
同
名
の

全
集
は
『
世
界
戯
曲
全
集
』
（
全
四
〇
巻
＋
別
巻
、
一
九
二
七
年
六
月
～

一
九
三
一
年
一
月
近
代
社
）
の
み
で
あ
る
。
「
近
代
演
劇
全
集
」
に
つ
い

て
は
『
近
代
劇
全
集
』
（
全
四
三
巻
＋
別
巻
、
一
九
二
七
年
六
月
～
一
九

三
〇
年
一
二
月
第
一
書
房
）と
い
う
似
た
題
名
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
た
め
、

公
房
の
覚
え
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
自
筆
年
譜
」
（
一
九
六
〇
年
一
二
月
筑
摩
書
房
『
新
鋭
文
学
叢

書

安
部
公
房
集
』
、『
全
集
一
二
巻
』
所
収
）
に
「
中
学
時
代
に
、「
世

2
界
文
学
全
集
」
を
読
み
、
と
く
に
ポ
ー
に
強
い
印
象
を
う
け
」
（
四
六
四

頁
）
た
と
あ
り
、
一
九
三
九
年
か
ら
四
〇
年
頃
に
世
界
文
学
全
集
を
読
ん

で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
対
談
「
私
の
文
学
を
語
る
」
（
一
九
六
八
年
三

月
『
三
田
文
学
』
、
『
全
集
二
二
巻
』
所
収
）
に
、
「
安
部

「
世
界
文
学

全
集
」
と
い
う
の
は
、
大
体
中
学
の
終
り
か
ら
高
等
学
校
の
一
年
ぐ
ら
い

で
ほ
と
ん
ど
読
み
ま
し
た
。
あ
っ
た
で
し
ょ
う
、
昔
の
「
世
界
文
学
全
集
」
。

／
編
集

新
潮
社
で
し
た
ね
。
／
安
部

そ
れ
か
ら
戯
曲
の
全
集
」
（
三

九
頁
）
と
あ
る
た
め
新
潮
社
の
全
集
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国

会
図
書
館
サ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
九
年
時
点
で
新
潮
社
の
世
界
文
学

全
集
は
『
世
界
文
学
全
集
』
（
第
一
期
・
全
三
八
巻
・
一
九
二
七
年
三
月

～
一
九
三
〇
年
五
月
新
潮
社
、
第
二
期
・
全
一
九
巻
・
一
九
三
〇
年
六
月

～
一
九
三
二
年
八
月
新
潮
社
）
し
か
な
い
。

二

一
九
四
〇
年
代

一
九
四
〇
年
、
公
房
は
東
京
の
成
城
高
等
学
校
へ
進
学
し
、
四
三
年
に

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
医
学
科
へ
入
っ
た
が
、
終
戦
間
近
の
四
四
年
に
は

家
族
が
奉
天
に
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
満
州
へ
渡
り
、
四
六
年
に
引
き
揚
げ

る
ま
で
滞
在
し
た
。

帰
国
し
た
公
房
は
四
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
の
一
年
下
の
ク
ラ
ス
に
編

入
し
、
同
年
三
月
に
山
田
真
知
子
と
結
婚
。
彼
の
刊
行
し
た
初
の
書
籍
は

一
九
四
七
年
五
月
頃
に
自
費
出
版
し
た
『
無
名
詩
集
』
で
、「
リ
ル
ケ
」（
一

九
六
七
年
一
二
月
筑
摩
書
房
『
詩
の
本
Ⅲ

詩
の
鑑
賞
』
、『
全
集
二
一
巻
』

所
収
）
に
よ
れ
ば
、
「
そ
の
薄
っ
ぺ
ら
な
詩
集
を
、
友
人
、
知
人
に
、
押

し
売
り
し
て
ま
わ
っ
た
」
（
四
三
七
頁
）
と
い
う
。
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
は
、

埴
谷
雄
高
の
推
挙
で
一
九
四
八
年
二
月
『
個
性
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
終
り

し
道
の
標
べ
に
』
の
第
一
部
で
あ
り
、
完
結
版
は
同
年
一
〇
月
に
真
善
美

社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

四
八
年
、
花
田
清
輝
や
岡
本
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
ア
ヴ

ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
集
団
「
夜
の
会
」
に
参
加
す
る
も
、
同
会
は
翌
年
に

解
散
。
同
時
期
に
公
房
は
若
手
芸
術
家
集
団
「
世
紀
の
会
」
の
創
立
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
こ
ち
ら
は
五
一
年
頃
ま
で
活
動
が
続
く
。
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二
・
一

思
想

二
・
一
・
一

ニ
ー
チ
ェ

一
九
四
〇
年
代
の
公
房
は
、
ニ
ー
チ
ェ
を
愛
読
し
て
お
り
、
「
中
埜
肇

宛
書
簡
第

信
」（
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
四
日
、『
全
集
一
巻
』
所
収
）
、

1

「
中
埜
肇
宛
書
簡
第

信
」（
一
九
四
四
年
五
月
頃
、『
全
集
一
巻
』
所
収
）

6

な
ど
で
言
及
し
て
い
る
。
戦
後
に
な
っ
て
も
ニ
ー
チ
ェ
は
依
然
関
心
の
的

で
、
「
中
埜
肇
宛
書
簡
第

信
」
（
一
九
四
七
年
七
月
、
『
全
集
一
巻
』
所

10

収
）
で
は
実
存
主
義
哲
学
を
「
リ
ル
ケ
と
ニ
ー
チ
ェ
に
於
て
」
（
二
六
九

頁
）
学
ん
だ
と
語
り
、
エ
ッ
セ
イ
「
文
芸
時
評

」
（
一
九
四
八
年
七
月

2

三
一
日
『
時
事
新
報
』
、
『
全
集
二
巻
』
所
収
）
で
は
、
「
科
学
的
に
見
詰

め
る
こ
と
だ
。
ニ
ー
チ
ェ
の
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
し
て
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス

キ
ー
や
リ
ル
ケ
の
言
っ
た
よ
う
に
、
先
ず
見
る
こ
と
を
学
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
（
五
三
頁
）
と
述
べ
た
。
こ
の
他
、
エ
ッ
セ
イ
「
絶
望
へ
の
反

抗

―
我
々
は
戦
争
を
か
く
見
る
」
（
一
九
四
八
年
九
月
『
近
代
文
学
』、

『
全
集
二
巻
』
所
収
）
や
「
物
質
の
不
倫
に
つ
い
て

―
『
死
霊
』
論
」

（
一
九
四
八
年
一
〇
月
『
近
代
文
学
』
、
『
全
集
二
巻
』
所
収
）
で
も
言
及

し
た
。

二
・
一
・
二

実
存
主
義

公
房
は
実
存
主
義
哲
学
の
影
響
を
受
け
て
い
た
が
、
中
で
も
ハ
イ
デ
ガ

ー
と
ヤ
ス
パ
ー
ス
へ
の
言
及
が
多
い
。
中
埜
肇
は
「
若
き
日
の
安
部
公
房

（

）
」
（
一
九
九
三
年
一
一
月
『
ふ
る
ほ
ん
西
三
河
』
）
で
、
「
当
時
既
に

1

日
本
で
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
」
て
お

り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
う
解
釈
学
を
参
考
に
、
「
安
部
は
「
解
釈
学
」
を

自
分
自
身
の
明
確
な
哲
学
的
方
法
に
た
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
た
」
（
引

用
は
共
に
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
公
房
自
身
も
エ
ッ
セ
イ
「
詩
と
詩
人

（
意
識
と
無
意
識
）
」
（
一
九
四
四
年
六
月
生
前
未
発
表
、
『
全
集
一
巻
』

所
収
）
や
『
無
名
詩
集
』（
前
掲
、『
全
集
一
巻
』
所
収
）
な
ど
で
言
及
し
、

「
二
十
代
座
談
会

世
紀
の
課
題
に
つ
い
て
」
（
一
九
四
八
年
八
月
『
綜

合
文
化
』
、
『
全
集
二
巻
』
所
収
）
で
は
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
は
或
る
方
法
に
よ
っ
て
精
神
病
理
学
と
か
、
そ
う
云
っ

た
面
を
追
及
し
て
い
っ
た
、
僕
と
し
て
は
そ
う
い
う
方
法
で
も
っ
て

創
作
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
し
ろ
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
に
し
ろ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
し
ろ
、
そ
う
い
っ
た
一
連
の

或
る
認
識
方
法
で
す
ね
。（
六
四
頁
）

と
語
っ
て
い
る
。

ヤ
ス
パ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
先
述
し
た
「
二
十
代
座
談
会

世
紀
の
課

題
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
の
引
用
部
分
に
加
え
て
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』

（
前
掲
）
で
も
名
前
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
エ
ッ
セ
イ
「
芸
術
を

大
衆
の
手
へ
」（
一
九
四
九
年
二
月
二
一
日
『
読
売
新
聞
』
、『
全
集
二
巻
』

所
収
）
で
「
ヤ
ス
パ
ー
ス
が
現
代
の
精
神
状
況
と
し
て
い
み
じ
く
も
喝
破

し
た
精
神
分
裂
へ
の
傾
斜
の
時
代
も
す
で
に
反
省
期
に
入
」（
二
〇
三
頁
）

っ
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
時
代
分
析
を
公
房
が
参
照
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
実
存
主
義
哲
学
者
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
も
関
心
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
物
質
の
不
倫
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
で
、
埴
谷
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雄
高
『
死
霊
』
が
「
ニ
イ
チ
ェ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
、
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
等
、
創
造
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
が
と
っ

た
方
法
と
同
等
な
、
し
か
も
独
自
な
方
法
」
（
七
九
頁
）
に
拠
っ
て
い
る

と
称
賛
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
間
接
的
に
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
評
価
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

二
・
一
・
三

花
田
清
輝

後
に
対
談
「
解
体
と
綜
合
」（
一
九
五
六
年
二
月
『
新
日
本
文
学
』
、『
全

集
五
巻
』
所
収
）
で
、
戦
後
「
一
番
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
花
田
清

輝
だ
と
思
う
」
（
四
四
一
頁
）
と
語
っ
た
よ
う
に
、
一
九
四
〇
年
代
後
半

の
公
房
に
と
っ
て
清
輝
の
存
在
は
大
き
く
、
エ
ッ
セ
イ
「
文
芸
時
評

」
2

（
前
掲
）
で
清
輝
の
批
評
「
二
つ
の
世
界
」
を
称
賛
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
四
九
年
に
は
清
輝
の
批
評
集
『
二
つ
の
世
界
』
に
関
し
て
「
灰
色
の

交
響
詩

―
花
田
清
輝
著
『
二
つ
の
世
界
』
」
（
一
九
四
九
年
五
月
一
六
日

『
学
園
新
聞
』
、
『
全
集
二
巻
』
所
収
）
と
い
う
書
評
を
著
す
が
、
そ
の
内

容
か
ら
同
作
家
の
『
錯
乱
の
論
理
』
や
『
復
興
期
の
精
神
』
に
も
目
を
通

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
後
述
す
る
通
り
、
公
房
は
五
〇
年
代
に
入
っ

て
も
彼
に
強
い
関
心
を
寄
せ
続
け
た
。

二
・
二

文
芸

二
・
二
・
一

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

公
房
は
高
等
学
校
時
代
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
耽
読
し
、
エ
ッ
セ
イ

「
テ
ヘ
ラ
ン
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
（
上
）
」
（
一
九
八
五
年
一
二
月
二
日

『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
『
全
集
二
八
巻
』
所
収
）
で
、
「
ぼ
く
は
ド
ス
ト
イ

エ
フ
ス
キ
ー
と
の
出
会
い
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
図
書
館
の
全
集
を
順

に
借
り
出
し
、
読
み
あ
さ
っ
て
い
た
」（
二
七
三
頁
）
と
回
想
し
て
い
る
。

更
に
高
校
時
代
の
同
窓
生
で
あ
っ
た
中
埜
（
前
掲
）
は
、
公
房
に
「
ニ
ー

チ
ェ
と
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
（
と
く
に
『
地
下
生
活
者
の
手
記
』
）
の

強
い
影
響
が
あ
っ
た
」
（
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

二
・
二
・
二

リ
ル
ケ

一
九
四
〇
年
代
の
公
房
は
リ
ル
ケ
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
「
中
埜
宛

書
簡
第

信
」
（
一
九
四
三
年
一
一
月
四
日
、
『
全
集
一
巻
』
所
収
）
で
、

3

リ
ル
ケ
の
詩
「
秋
」
の
ド
イ
ツ
語
原
文
を
引
用
し
た
。
後
に
公
房
は
エ
ッ

セ
イ
「
リ
ル
ケ
」（
前
掲
）
で
、
戦
中
「
リ
ル
ケ
の
世
界
、
と
り
わ
け
『
形

象
詩
集
』
と
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
に
耽
溺
し
」
た
と
記
し
、『
無
名
詩
集
』

が
「
リ
ル
ケ
も
ど
き
の
」
（
引
用
は
共
に
四
三
七
頁
）
作
品
だ
っ
た
と
述

べ
た
一
方
、

ぼ
く
の
処
女
作
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
に
、
リ
ル
ケ
の
影
響
は

ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
に
つ
づ
く
、
未
完
の
長
編
（
？
）

『
名
も
な
き
夜
の
た
め
に
』
で
、
多
少
影
響
を
の
ぞ
か
せ
は
す
る
が
、

そ
れ
も
す
ぐ
に
消
え
て
、『
壁
』
や
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
な
ど
、

一
連
の
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
作
風
に
進
ん
で
し
ま
う
。

（
四
三
七
頁
）

と
も
語
っ
た
。
し
か
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
文
芸
時
評

」（
前
掲
）
に
は
「
リ

2

ル
ケ
が
言
っ
た
よ
う
に
、
先
ず
見
る
こ
と
を
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
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（
五
三
頁
）
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
「
牧
神
の
笛
」
（
一
九
四

九
年
一
月
生
前
未
発
表
、
『
全
集
二
巻
』
所
収
）
は
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の

手
記
』
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
説
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」

（
一
九
四
九
年
八
月
『
表
現
』
）
で
は
リ
ル
ケ
の
詩
、「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」

が
引
か
れ
て
い
た
。
こ
の
通
り
、
発
言
と
は
裏
腹
に
、
四
〇
年
代
後
半
の

公
房
は
リ
ル
ケ
へ
の
関
心
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
。

三

一
九
五
〇
年
代

戦
後
の
公
房
は
貧
困
状
態
に
あ
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
に
「

・
カ
ル

S

マ
氏
の
犯
罪
」
（
前
掲
）
で
第
二
五
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
以
降
、
生
活

が
安
定
し
た
。
こ
の
時
期
の
公
房
は
、
戯
曲
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
活
動
範
囲
を
広
げ
、
五
七
年
に
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
棒

に
な
っ
た
男
」
（
一
九
五
七
年
一
一
月
二
九
日
文
化
放
送
）
で
一
九
五
七

年
度
芸
術
祭
奨
励
賞
、
五
八
年
に
は
戯
曲
「
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
」
（
一

九
五
八
年
八
月
『
新
劇
』
）
で
第
五
回
岸
田
演
劇
賞
、
五
九
年
に
は
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
日
本
の
日
蝕
」
（
一
九
五
九
年
一
〇
月
九
日

）
で
一

N
H
K

九
五
九
年
度
芸
術
祭
奨
励
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
る
。

公
房
は
、
五
一
年
頃
に
日
本
共
産
党
へ
入
党
し
、
一
九
六
二
年
二
月
に

除
名
さ
れ
る
ま
で
党
員
だ
っ
た
。
一
九
五
六
年
、
チ
ェ
コ
作
家
大
会
に
参

加
す
る
た
め
欧
州
へ
入
っ
た
公
房
は
二
か
月
ほ
ど
欧
州
を
旅
行
し
た
が
、

そ
の
経
験
か
ら
日
本
共
産
党
に
違
和
感
を
強
め
、
以
後
、
批
判
的
な
言
動

が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

芸
術
運
動
に
関
心
の
あ
っ
た
公
房
は
、
五
一
年
に
は
文
化
オ
ル
グ
・
グ

ル
ー
プ
「
下
丸
子
文
化
集
団
」
と
「
人
民
芸
術
集
団
」
、
五
二
年
に
は
記

録
芸
術
を
志
向
す
る
「
現
在
の
会
」
、
五
五
年
頃
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
創

作
を
目
的
と
す
る
「
零
の
会
」
、
五
七
年
に
は
「
現
在
の
会
」
の
後
継
に

当
た
る
「
記
録
芸
術
の
会
」
の
結
成
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
っ
た
。

三
・
一

思
想

三
・
一
・
一

コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

共
産
党
に
入
っ
た
公
房
は
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
。
鳥
羽
論

（
前
掲
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
公
房
が
マ
ル
ク
ス
を
読
ん
で
い
た
可
能

性
は
大
い
に
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
「
ピ
カ
ソ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
（
一
九
五
二

年
一
月
『
ア
ト
リ
エ
』
、
『
全
集
三
巻
』
所
収
）
に
は
「
マ
ル
ク
ス
が
言
っ

た
よ
う
に
も
は
や
机
が
逆
立
し
て
歩
い
て
も
不
思
議
で
な
い
世
界
」
（
一

七
四
頁
）
と
い
う
『
資
本
論
』
を
彷
彿
と
さ
せ
る
文
言
が
引
か
れ
、
小
説

「
パ
ニ
ッ
ク
」（
一
九
五
四
年
二
月
『
文
芸
』
）
で
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』

へ
の
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
「
笑
劇
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

―
新
劇

の
運
命

」（
一
九
五
九
年
八
月
『
芸
術
新
潮
』
、『
全
集
一
一
巻
』
所
収
）

2

に
よ
れ
ば
、
戯
曲
「
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
」
は
、
「
使
用
価
値
が
ぜ
ん
ぜ

ん
な
い
の
に
、
交
換
価
値
だ
け
が
あ
る
存
在
が
も
っ
ぱ
ら
繁
栄
し
て
、
い

さ
さ
か
も
疑
わ
れ
な
い
時
代
」（
一
五
三
頁
）
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
交
換
価
値
や
使
用
価
値
と
は
『
資
本
論
』
で
マ
ル
ク

ス
が
使
っ
た
用
語
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
ン
も
重
要
な
思
想
家
で
、
公
房
は
エ
ッ
セ
イ
「
文
学
に
お
け
る

理
論
と
実
践
」
（
一
九
五
四
年
六
月
岩
波
書
店
『
岩
波
講
座

文
学
』
八

巻
収
録
、
『
全
集
四
巻
』
所
収
）
の
三
一
六
頁
に
て
、
レ
ー
ニ
ン
「
唯
物

論
と
経
験
批
判
論
」
に
論
及
し
た
。
エ
ッ
セ
イ
「
砂
漠
の
思
想
」
（
一
九

五
八
年
四
月
『
群
像
』
、『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で
は
「
レ
ー
ニ
ン
の
い
う
、
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先
進
ア
ジ
ア
が
も
は
や
逆
説
だ
け
で
な
く
、
現
に
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
」
（
一
〇
九
頁
）
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
小
さ
い
と

述
べ
て
い
る
し
、
対
談
「
芸
術
と
言
葉
」（
一
九
五
八
年
六
月
『
文
学
』、

『
全
集
八
巻
』
所
収
）
に
お
い
て
も
対
談
相
手
の
「
パ
ブ
ロ
フ
な
ん
か
も
、

（
中
略
）
近
頃
文
学
を
読
ん
で
も
面
白
く
な
く
な
っ
た
な
ん
て
書
い
て
い

る
」
と
い
う
発
言
に
「
安
部

レ
ー
ニ
ン
も
そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

（
笑
）」
（
引
用
は
共
に
三
三
九
頁
）
と
返
し
て
い
る
。

上
記
二
名
の
他
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
と
毛
沢
東
の
比
重
が
大
き
い
。
公
房

は
、
エ
ッ
セ
イ
「
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
の
た
め
に

―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

の
意
義
」
（
一
九
五
二
年
八
月
『
理
論
』
、
『
全
集
三
巻
』
所
収
）
の
二
四

四
頁
で
ス
タ
ー
リ
ン
「
弁
証
的
及
び
史
的
唯
物
論
」
に
、
「
文
学
に
お
け

る
理
論
と
実
践
」
（
前
掲
）
の
三
一
八
頁
で
ス
タ
ー
リ
ン
「
言
語
学
に
お

け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
る
し
、
「
作
家
は
魂

の
技
術
者
」
と
い
う
ス
タ
ー
リ
ン
の
言
葉
を
、
エ
ッ
セ
イ
「
「
静
か
な
る

山
々
」
を
め
ぐ
っ
て

―
徳
永
直
・
作
家
と
作
品
」
（
一
九
五
二
年
一
二

月
『
人
民
文
学
』
、『
全
集
三
巻
』
所
収
）
三
三
〇
頁
や
エ
ッ
セ
イ
「
猛
獣

の
心
に
計
算
器
の
手
を

―
文
学
と
は
何
か
」
（
一
九
五
五
年
二
月
岩
波

書
店
『
岩
波
講
座

文
学
の
創
造
と
鑑
賞
』
四
巻
収
録
、
『
全
集
四
巻
』

所
収
）
五
〇
二
頁
で
引
い
て
い
る
。

毛
沢
東
に
関
し
て
は
エ
ッ
セ
イ
「
痘
痕
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
（
一
九
五
二
年

一
〇
月
『
文
学
界
』
、
『
全
集
三
巻
』
所
収
）
で
、
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

芸
術
の
お
か
し
た
誤
ち
」
を
克
服
す
る
に
は
「
毛
沢
東
が
『
矛
盾
論
』
の

中
で
指
摘
し
て
い
る
、
特
殊
な
矛
盾
の
特
殊
な
分
析
が
、
創
作
方
法
と
し

て
取
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
」
（
引
用
は
共
に
三
〇
三
頁
）
な
い
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
「
文
学
運
動
の
方
向
」
（
一
九
五
三
年
四

月
『
人
民
文
学
』
、『
全
集
三
巻
』
所
収
）
で
は
、
毛
沢
東
「
実
践
論
」
を

参
照
し
て
、
実
践
と
は
「
人
類
の
生
産
活
動
で
あ
り
、
さ
ら
に
政
治
的
、

経
済
的
、
科
学
的
、
芸
術
的
等
の
諸
形
態
を
ふ
く
む
、
あ
ら
ゆ
る
認
識
活

動
の
キ
ソ
で
あ
る
」
（
四
三
五
頁
）
と
記
し
、
生
産
活
動
を
行
う
こ
と
を

実
践
と
見
て
い
る
。

三
・
一
・
二

花
田
清
輝

先
述
の
通
り
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て
も
清
輝
の
影
響
は
大
き
く
、

講
演
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
学
の
課
題
」
（
一
九
五
二
年
五
月
東
京
大

学
で
開
催
、
『
全
集
三
巻
』
所
収
）
や
エ
ッ
セ
イ
「
「
カ
ラ
コ
ル
ム
」

―

知
性
試
写
室
」
（
一
九
五
六
年
六
月
『
知
性
』
、
『
全
集
六
巻
』
所
収
）
、
対

談
「
宇
宙
・
人
間
・
芸
術
」（
一
九
五
八
年
一
月
一
日
『
日
本
読
書
新
聞
』
、

『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で
清
輝
を
参
照
し
、
鼎
談
「
文
学
者
と
は
」
（
一

九
五
八
年
一
一
月
『
群
像
』
、
『
全
集
九
巻
』
所
収
）
で
は
「
問
題
点
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
批
評
家
で
は
花
田
清
輝
が
一
番
だ
っ
た
な
」（
二
六
九
頁
）

と
称
賛
す
る
。
清
輝
の
創
作
に
つ
い
て
も
、
エ
ッ
セ
イ
「
花
田
清
輝
著
『
乱

世
を
い
か
に
生
き
る
か
』
」
（
一
九
五
七
年
五
月
『
群
像
』
、
『
全
集
七
巻
』

所
収
）
で
批
評
集
『
乱
世
を
い
か
に
生
き
る
か
』
を
、
エ
ッ
セ
イ
「
乱
世

の
哲
学

―
花
田
清
輝
作
「
泥
棒
論
語
」
」
（
一
九
五
九
年
一
月
『
婦
人
公

論
』
、
『
全
集
九
巻
』
所
収
）
で
戯
曲
「
泥
棒
論
語
」
を
そ
れ
ぞ
れ
評
価
し

て
い
る
。

三
・
二

文
学

三
・
二
・
一

サ
ル
ト
ル
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講
演
「
カ
フ
カ
と
サ
ル
ト
ル

―
世
紀
文
芸
講
座
・
第
二
回
」
（
一

20

九
四
九
年
五
月
東
京
大
学
で
開
催
、
『
全
集
二
巻
』
所
収
）
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
公
房
は
サ
ル
ト
ル
に
言
及
し
て
い
た
が
、

頻
度
が
増
す
の
は
五
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
「
ス
ナ
ッ
プ
問

答
」
（
一
九
五
一
年
一
〇
月
『
文
芸
』
、
『
全
集
三
巻
』
所
収
）
で
は
好
き

な
外
国
文
学
者
の
一
人
に
サ
ル
ト
ル
を
挙
げ
、
エ
ッ
セ
イ
「
切
実
な
も
の

―
今
日
の
文
学
者
」
（
一
九
五
二
年
一
〇
月
『
潮
』
、
『
全
集
三
巻
』
所

収
）
に
お
い
て
は
「
サ
ル
ト
ル
な
ん
か
に
非
常
に
感
心
す
る
ん
で
す
よ
。

非
常
に
今
日
的
だ
」
（
二
七
二
～
二
七
三
頁
）
と
、
座
談
会
「
新
し
い
文

学
の
課
題
」
（
一
九
五
四
年
三
月
『
文
学
界
』
、
『
全
集
四
巻
』
所
収
）
で

は
「
サ
ル
ト
ル
は
現
実
に
対
し
て
非
常
に
誠
実
だ
。
芸
術
家
で
す
よ
」（
二

五
二
頁
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
好
意
的
な
見
解
を
述
べ
た
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ

「
ア
メ
リ
カ
発
見
」（
一
九
五
七
年
一
一
月
『
中
央
公
論
』
、『
全
集
七
巻
』

所
収
）
で
サ
ル
ト
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
都
市
』
と
『
ア
メ
リ
カ
紹
介
』
を

引
き
合
い
に
出
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
の
反
省

―
新
劇
の

運
命

」（
一
九
五
九
年
一
〇
月
『
芸
術
新
潮
』
、『
全
集
一
一
巻
』
所
収
）

4

で
「
サ
ル
ト
ル
は
、
言
葉
に
、
透
明
な
言
葉
と
、
不
透
明
な
言
葉
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
」
（
一
九
八
～
一
九
九
頁
）
と
述
べ
た
上
で
、
透

明
な
言
葉
と
は
意
味
の
伝
達
を
重
視
し
た
物
を
指
し
、
不
透
明
な
言
葉
と

は
言
語
表
現
自
体
に
焦
点
を
あ
て
た
物
を
意
味
す
る
と
論
じ
た
。

三
・
二
・
二

ブ
レ
ヒ
ト

ブ
レ
ヒ
ト
も
公
房
が
評
価
し
た
作
家
で
あ
り
、
戯
曲
「
家
庭
教
師
」
を

エ
ッ
セ
イ
「
ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
作
「
家
庭
教
師
」
」
（
一
九
五
五
年

五
月
『
芸
術
新
潮
』
、
『
全
集
五
巻
』
所
収
）
で
賛
し
て
い
る
。
ま
た
、
座

談
会
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

―
現
在
の
眼
」
（
一
九
五
七
年
二
月
一
八

日
・
二
五
日
『
日
本
読
書
新
聞
』
、
『
全
集
七
巻
』
所
収
）
に
お
い
て

ハ
メ
ッ
ト
の
文
体
は
興
味
あ
る
ね
。
か
れ
は
イ
メ
ー
ジ
で
押
し
て
ゆ

く
ん
だ
。
そ
こ
か
ら
逆
に
読
者
の
な
か
に
思
考
が
生
れ
て
く
る
。
演

劇
で
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
「
き
も
っ
た
ま
お
っ
か
あ
」
だ
。（
一
一
四
頁
）

と
述
べ
、
エ
ッ
セ
イ
「
大
衆
と
歴
史
の
逆
説

―
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

に
提
言
す
る
」
（
一
九
五
八
年
五
月
『
放
送
と
宣
伝

レ
ポ
ー
ト
』
、

C
B
C

『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で
は
、
戯
曲
「
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
」
に
「
ひ

じ
ょ
う
な
感
銘
を
う
け
た
」
（
二
九
四
頁
）
と
語
る
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ

「
物
真
似

―
ふ
た
た
び
、
俳
優
芸
術
の
、
そ
の
誇
る
べ
き
素
姓
の
悪
さ

に
つ
い
て
」（
一
九
五
七
年
一
二
月
『
映
画
芸
術
』
、『
全
集
八
巻
』
所
収
）

で
は
「
情
緒
は
、
感
情
移
入
と
い
う
手
段
で
し
か
、
よ
び
起
こ
し
え
な
い
、

な
ど
と
い
う
通
俗
美
学
の
主
張
は
、
誤
り
で
あ
る
」
（
一
七
頁
）
と
い
う

ブ
レ
ヒ
ト
『
演
劇
論
』
（
小
宮
曠
三
訳
、
一
九
五
四
年
一
一
月
ダ
ヴ
ィ
ッ

ド
社
）
七
八
頁
の
文
言
を
引
い
て
い
る
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
危
機
を
直
視
せ

よ

―
新
劇
の
運
命

」
（
一
九
五
九
年
七
月
『
芸
術
新
潮
』
、
『
全
集
一

1

一
巻
』
所
収
）
で
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
が
「
三
文
オ
ペ
ラ
」
を
小
説
・
映
画
・

戯
曲
の
三
形
式
で
繰
り
返
し
た
点
を
「
時
代
の
芸
術
の
創
造
」
（
一
四
九

頁
）
を
目
指
し
て
い
た
と
肯
定
的
に
捉
え
た
。

三
・
二
・
三

マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー

公
房
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
革
命
詩
人
・
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
を
愛
読
し
て
お

り
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
東
欧
を
行
く

―
ハ
ン
ガ
リ
ア
問
題
の
背
景
』
（
一
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九
五
七
年
二
月
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
『
全
集
七
巻
』
所
収
）
に
は
、

チ
ェ
コ
で
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
「
南
京
虫
」
を
観
劇
し
た
こ
と
と
、
「
私
は

も
と
も
と
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
の
愛
読
者
で
、
彼
の
作
品
［
「
南
京
虫
」
］
が

ど
う
い
う
も
の
か
は
よ
く
知
っ
て
い
た
」
（
七
〇
頁
）
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
の
詩
を
、
エ
ッ
セ
イ
「
痘
痕
の
ミ
ュ
ー

ズ
」
（
前
掲
）
や
エ
ッ
セ
イ
「
日
本
共
産
党
は
世
界
の
孤
児
だ

―
続
・

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
え
た
こ
と
」
（
一
九
五
六
年
一
〇
月
『
知
性
』
）
の
初

出
版
で
引
用
し
て
い
る
。

他
方
、
エ
ッ
セ
イ
「
猛
獣
の
心
に
計
算
器
の
手
を
」
（
前
掲
）
で
は
マ

ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
『
詩
の
つ
く
り
方
』
か
ら
、
「
諸
君
は
、
詩
人
た
ち
が
自

分
の
職
業
の
秘
伝
を
墓
に
も
ち
さ
ら
な
い
よ
う
か
れ
ら
に
要
求
す
る
権
利

が
あ
る
」
（
四
九
二
頁
）
と
い
う
文
を
引
い
て
い
る
。
な
お
、
国
会
図
書

館
サ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
『
詩
の
つ
く
り
方
』
と
い
う
題
の
書
籍
は
な
く
、

似
た
名
前
の
『
詩
は
い
か
に
つ
く
る
べ
き
か
』
（
鹿
島
保
夫
訳
、
一
九
五

四
年
九
月
未
来
社
）
が
存
在
し
た
。
こ
れ
の
八
頁
に
は
引
用
文
と
全
く
同

じ
記
述
が
あ
る
た
め
、
公
房
が
タ
イ
ト
ル
を
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
・
二
・
四

魯
迅

公
房
は
エ
ッ
セ
イ
や
座
談
会
な
ど
で
度
々
魯
迅
を
話
題
に
出
し
て
お

り
、
好
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
エ
ッ
セ
イ
「
地
図
の
地
図

―
二
十
世
紀
文
学
の
潮
流
」（
一
九
五
四
年
四
月
二
五
日
『
現
在
』
、『
全

集
四
巻
』
所
収
）
二
八
五
頁
で
は
魯
迅
の
「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
は
見
合
す
べ

き
こ
と
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
に
、
エ
ッ
セ
イ
「
道

―
ト
ラ
ッ
ク
と

と
も
に
六
〇
〇
キ
ロ
」
（
一
九
五
七
年
九
月
『
総
合
』
、
『
全
集
七
巻
』
所

収
）
で
は
「
も
と
も
と
地
上
に
は
、
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、

そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
」（
三
五
三
～
三
五
四
頁
）
と
い
う
魯
迅
「
故
郷
」

（
竹
内
好
訳
、
一
九
五
五
年
一
一
月
岩
波
文
庫
『
阿

正
伝
：
狂
人
日
記

Q

：
他
一
二
篇
（
吶
喊
）
』
九
八
頁
参
照
）
の
文
言
に
、
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し

て
い
る
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
」
（
一
九
五
八
年
六
月

『
群
像
』
、
『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で
「
魯
迅
が
［
ド
イ
ツ
の
版
画
家
］
ケ

ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
版
画
を
と
お
し
て
、
現
代
中
国
版
画
の
方
向
を

見
出
し
た
よ
う
に
」
（
一
二
八
頁
）
現
代
日
本
芸
術
も
改
革
す
べ
き
と
述

べ
、
エ
ッ
セ
イ
「
リ
ズ
ム
の
思
想
」（
一
九
五
八
年
一
二
月
『
芸
術
新
潮
』
、

『
全
集
九
巻
』
所
収
）
で
「
絶
望
の
虚
妄
な
る
は
、
ま
さ
に
希
望
の
虚
妄

た
る
に
等
し
い
」
（
三
六
二
頁
）
と
い
う
言
葉
を
魯
迅
の
も
の
と
し
て
引

い
て
い
る
。三

・
二
・
五

シ
ェ
ク
レ
イ

ア
メ
リ
カ
の

作
家
・
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ェ
ク
レ
イ
も
公
房
は
評
価
し

S
F

て
お
り
、
エ
ッ
セ
イ
「
着
想
の
妙

―
東
野
芳
明
著
『
グ
ロ
ッ
タ
の
画
家
』
」

（
一
九
五
七
年
一
〇
月
二
一
日
『
日
本
読
書
新
聞
』
、『
全
集
七
巻
』
所
収
）

で
は
「
大
好
き
な
シ
ェ
ク
レ
イ
の
小
説
」
（
四
〇
七
頁
）
と
述
べ
、
対
談

「
詩
人
に
は
義
務
教
育
が
必
要
で
あ
る
」（
一
九
五
八
年
一
月
『
現
代
詩
』
、

『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で
は
「
シ
ェ
ク
レ
イ
は
い
ま
ま
で
読
ん
だ
［
S
F

作
家
の
］
う
ち
で
一
番
面
白
い
し
才
能
が
あ
る
」
（
一
八
九
頁
）
と
語
っ

た
。
ま
た
、
座
談
会
「
笑
」
（
一
九
六
〇
年
一
月
『
新
日
本
文
学
』
、
『
全

集
一
一
巻
』
所
収
）
で
も
「
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ク
レ
イ
な
ん
か
、
そ
う
い

う
意
味
［
科
学
的
発
想
と
ユ
ー
モ
ア
が
結
び
つ
い
て
い
る
点
］
で
面
白
い

な
」
（
二
七
七
頁
）
と
発
言
し
て
い
る
。
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三
・
二
・
六

ト
ウ
ェ
イ
ン

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
公
房
は
、エ
ッ
セ
イ
「
闘

い
の
中
の
文
学
」
（
一
九
五
四
年
一
一
月
岩
波
書
店
『
岩
波
講
座

文
学

の
創
造
と
鑑
賞
』
第
一
巻
月
報
一
、
『
全
集
四
巻
』
所
収
）
で
、
「
日
本
の

新
し
い
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
を
書
い
て
み
た
い
」
（
四
一
八
頁
）
と
述

べ
、
対
談
「
コ
ド
モ
と
マ
ス
・
コ
ミ
」（
一
九
五
九
年
三
月
『
文
学
』
、『
全

集
一
〇
巻
』
所
収
）
で
は
、
児
童
文
学
に
芸
術
的
な
価
値
が
あ
る
と
前
置

き
を
し
た
上
で
、「
コ
ド
モ
の
み
な
ら
ず
オ
ト
ナ
に
も
読
ま
れ
る
」
（
一
四

頁
）
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
芸
術
性
を
評
価
し
て
い
る
。
他
方
、
「
芸
術
運
動
の

新
し
い
方
向

―
批
評
精
神
の
組
織
」
（
一
九
五
九
年
一
一
月
『
新
日
本

文
学
』
、
『
全
集
一
一
巻
』
所
収
）
で
、
ト
ウ
ェ
イ
ン
は
「
週
刊
誌
作
家
の

よ
う
な
評
価
が
長
く
続
い
て
き
た
」
が
、
「
事
実
は
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た

［
文
学
的
価
値
が
あ
っ
た
］
」
（
二
四
七
頁
）
と
ト
ウ
ェ
イ
ン
を
擁
護
し
て

い
る
。

三
・
二
・
七

神
話

ギ
リ
シ
ャ
神
話
も
好
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
、
小
説
「
プ
ル
ー
ト
ー
の

わ
な
」
（
前
掲
）
で
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
。
ま
た
、
エ
ッ

セ
イ
「
死
の
灰
」
（
一
九
五
四
年
六
月
『
文
学
の
友
』
、
『
全
集
四
巻
』
所

収
）
三
〇
九
頁
で
は
メ
ド
ゥ
サ
（
現
代
で
は
メ
ド
ゥ
ー
サ
で
知
ら
れ
る
）
、

エ
ッ
セ
イ
「
僕
の
小
説
の
方
法
論
」
（
一
九
五
二
年
一
月
『
希
望

（L
'E
SPO

IR

）
』
、『
全
集
三
巻
』
所
収
）
一
七
九
頁
で
は
デ
メ
エ
テ
ル
（
現

代
で
は
デ
メ
テ
ル
で
知
ら
れ
る
）
の
名
前
が
、
そ
れ
ぞ
れ
登
場
す
る
し
、

エ
ッ
セ
イ
「
「
静
か
な
る
山
々
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
）
で
は
「
ギ
リ
シ

ヤ
神
話
に
、
ベ
ッ
ト
の
長
さ
に
合
わ
せ
て
旅
人
を
切
っ
た
り
伸
し
た
り
し

て
殺
し
た
盗
賊
」
（
三
三
二
頁
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
プ

ロ
ク
ル
ス
テ
ス
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

三
・
二
・
八

そ
の
他

こ
こ
で
は
言
及
回
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
好
意
的
に
評
価
さ
れ
た
作

家
・
作
品
を
列
挙
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
「
ス
ナ
ッ
プ
問
答
」
（
前
掲
）
で
好
き
な
作
家
の
一
人
に

ダ
ン
テ
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
は
小
説
「
デ
ン
ド
ロ

カ
カ
リ
ヤ
」
（
前
掲
）
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

エ
ッ
セ
イ
「
切
実
な
も
の
」
（
前
掲
）
に
お
い
て
「
ぼ
く
は
、
例
え
ば

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
に
興
味
を
も
っ
た
り
し
ま
す
ね
」
（
二
六
三
頁
）
と

語
り
、
二
六
四
頁
で
具
体
的
に
戯
曲
「
雲
」
の
名
前
を
挙
げ
た
。

書
評
「

・
ア
ラ
ゴ
ン
著
『
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
』
」（
一
九
五
三
年
二

L

月
五
日
『
週
刊
・
東
京
大
学
学
生
新
聞
』
、
『
全
集
三
巻
』
所
収
）
で
は
、

ア
ラ
ゴ
ン
『
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
』
に
つ
い
て
「
最
大
の
問
題
を
な
げ
か

け
る
文
学
の
一
つ
で
あ
り
、
実
に
様
々
な
意
味
で
大
き
な
勇
気
を
あ
た
え

て
く
れ
る
」
（
四
〇
八
頁
）
と
評
し
た
。

エ
ッ
セ
イ
「
文
学
運
動
の
方
向
」
（
前
掲
）
で
、
中
国
人
作
家
・
趙
樹

理
の
「
家
宝
」
は
「
高
い
文
学
の
典
型
」
（
四
三
九
頁
）
だ
と
述
べ
た
。

エ
ッ
セ
イ
「
野
間
宏
小
論
」
（
一
九
五
四
年
一
月
角
川
書
店
『
昭
和
文

学
全
集

椎
名
麟
三

野
間
宏

梅
崎
春
生
集
』
収
録
、『
全
集
四
巻
』

29

所
収
）
に
お
い
て
、
野
間
宏
の
作
品
を
「
全
日
本
文
学
の
た
ど
り
つ
い
た

一
つ
の
成
果
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
（
七
〇
頁
）
と
評
価

し
た
。
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講
演
「
「
ど
れ
い
狩
り
」
に
つ
い
て
」
（
一
九
五
五
年
六
月
七
日
麻
布
公

会
堂
で
開
催
、
『
全
集
五
巻
』
所
収
）
で
、
「
チ
ェ
ホ
フ
な
ん
か
好
き
で
す

か
」
と
い
う
聴
衆
の
質
問
に
、
「
え
え
勿
論
好
き
で
す
。
非
常
に
好
き
な

も
の
が
多
く
て
困
る
。
も
っ
と
古
い
セ
ル
バ
ン
テ
ス
あ
た
り
の
も
、
新
し

い
と
こ
ろ
で
も
面
白
い
」
（
八
七
頁
）
と
答
え
て
い
る
。

エ
ッ
セ
イ
「
明
ら
か
に
し
た
い
歴
史
の
傷
」
（
一
九
五
六
年
九
月
七
日

『
新
読
書
』
、
『
全
集
六
巻
』
所
収
）
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
作
家
、
ブ
ル
ー

ノ
・
ヤ
セ
ン
ス
キ
ー
『
人
間
は
皮
膚
を
変
え
る
』
の
「
異
常
に
み
ず
み
ず

し
い
文
体
と
構
成
の
新
し
さ
と
テ
ー
マ
の
鋭
さ
」（
一
三
七
頁
）
に
驚
き
、

ソ
連
が
当
該
作
家
を
粛
清
し
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
、
ロ
ジ
ェ
・
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
の
戯
曲
「
フ
ォ
ー

ス
タ
ー
大
佐
の
服
罪
」
に
関
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
映
画
俳
優
論

―
そ
の
誇

る
べ
き
、
悪
名
高
き
「
ア
メ
リ
カ
的
演
技
」
の
伝
統
」
（
一
九
五
七
年
一

月
中
央
公
論
社
『
文
学
的
映
画
論
』
収
録
、
『
全
集
六
巻
』
所
収
）
に
て

「
彼
の
作
品
の
支
持
者
で
あ
る
」
（
四
七
一
頁
）
と
語
っ
て
い
た
。

エ
ッ
セ
イ
「
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
え
た
こ
と
」（
一
九
五
六
年
九
月
『
知

性
』
）
の
初
出
に
、
旅
行
に
行
っ
た
人
よ
り
も
「
決
し
て
行
け
な
い
世
界

を
書
い
た
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
の
ほ
う
が
か
え
っ
て
は
る
か
に
深
く
現
実

を
と
ら
え
て
い
る
の
だ
」
（
五
六
頁
）
と
あ
り
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
を
評
価
し

て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
「
探
偵
小
説
各
人
各
説
」（
一
九
五
七
年
八
月
『
宝
石
』、

『
全
集
七
巻
』
収
録
）
で
、
好
き
な
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
と
し
て
ダ
シ
ー
ル

・
ハ
メ
ッ
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
書
評
「
『
ロ
ル
カ
選
集
』
第
二
巻

戯
曲
編

上
」
（
一
九
五
八

年
三
月
三
日
『
日
本
読
書
新
聞
』
、『
全
集
八
巻
』
所
収
）
を
著
し
て
お
り
、

公
房
が
ロ
ル
カ
を
好
ん
で
い
た
の
が
窺
え
る
。

公
房
は
、
対
談
「
コ
ド
モ
と
マ
ス
・
コ
ミ
」
（
前
掲
）
に
お
い
て
、
「
ポ

ー
と
か
ヴ
ェ
ル
ヌ
は
、
い
ま
だ
に
、
文
学
そ
の
も
の
と
し
て
、
正
当
に
評

価
さ
れ
な
い
不
満
が
あ
」
（
一
六
頁
）
り
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
ン
も
ポ
ー

と
同
系
統
の
作
家
だ
と
語
っ
て
い
る
。

エ
ッ
セ
イ
「
演
劇
万
年
筆
論

―
新
劇
の
運
命

」
（
一
九
五
九
年
一

6

二
月
『
芸
術
新
潮
』
、
『
全
集
一
一
巻
』
所
収
）
で
は
、
田
中
千
禾
夫
の
演

劇
「
千
鳥
」
に
感
動
し
た
と
あ
る
。

三
・
三

映
画

三
・
三
・
一

ブ
ニ
ュ
エ
ル

公
房
は
映
画
を
多
く
観
て
い
た
が
、
特
に
評
価
し
た
の
は
メ
キ
シ
コ
人

監
督
、
ル
イ
ス
・
ブ
ニ
ュ
エ
ル
「
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
で
あ
る
。
対
談
「
撮

影
所
に
飛
び
こ
ん
で
」（
一
九
五
八
年
八
月
『
芸
術
新
潮
』
、『
全
集
九
巻
』

所
収
）
で
は
、
戦
後
観
た
映
画
の
内
、
好
き
な
作
品
の
「
第
一
が
「
忘
れ

ら
れ
た
人
々
」
第
二
が
「
海
の
牙
」
」
で
「
第
三
位
に
僕
は
「
毒
薬
と
老

嬢
」
だ
」
（
二
二
〇
頁
）
と
発
言
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
オ
ブ
ジ
ェ
雑
感
」
（
一

九
五
四
年
九
月
『
草
月
』
、
『
全
集
四
巻
』
所
収
）
で
も
「
あ
れ
［
「
忘
れ

ら
た
人
々
」
］
を
見
終
っ
た
と
き
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
（
三

四
三
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
「
映
画
に
つ
い
て
の
断
想
」

（
一
九
五
五
年
九
月
『
映
画
芸
術
』
、
『
全
集
五
巻
』
所
収
）
で
は
、
「
純

粋
に
映
画
と
し
て
の
素
晴
し
さ
を
感
じ
た
の
は
、
さ
っ
き
い
っ
た
「
忘
れ

ら
れ
た
人
々
」
と
「
海
の
牙
」
な
ど
で
す
ね
」
（
二
七
六
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。
他
方
、
エ
ッ
セ
イ
「
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
え
た
こ
と
」
（
前
掲
）

に
よ
れ
ば
、
メ
キ
シ
コ
人
相
手
に
「
例
の
「
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
が
い
か
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に
す
ぐ
れ
た
映
画
で
あ
る
か
を
逆
に
啓
蒙
し
」
（
五
八
頁
）
よ
う
と
し
た

と
い
う
。

三
・
三
・
二

ク
レ
マ
ン

他
に
評
価
し
た
監
督
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
が
お
り
、
上

記
の
通
り
「
撮
影
所
に
飛
び
こ
ん
で
」
（
前
掲
）
に
お
い
て
、
「
海
の
牙
」

を
戦
後
観
た
映
画
の
第
二
位
と
し
て
い
る
。
他
に
も
「
オ
ブ
ジ
ェ
雑
感
」

（
前
掲
）
や
「
映
画
に
つ
い
て
の
断
想
」
（
前
掲
）
で
高
く
評
価
し
、
後

者
に
お
い
て
は
、
「
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
、
「
恐
怖
の
報
酬
」
、
「
毒
薬
と
老

嬢
」
を
優
れ
た
前
衛
映
画
と
し
た
。

三
・
三
・
三

キ
ャ
プ
ラ

ア
メ
リ
カ
の
映
画
監
督
、
フ
ラ
ン
ク
・
キ
ャ
プ
ラ
が
戯
曲
を
映
画
化
し

た
の
が
「
毒
薬
と
老
嬢
」
で
あ
る
。
公
房
は
、「
オ
ブ
ジ
ェ
雑
感
」（
前
掲
）

で
好
き
な
作
品
に
挙
げ
、
先
述
の
よ
う
に
「
撮
影
所
に
飛
び
こ
ん
で
」（
前

掲
）
で
は
戦
後
観
た
映
画
の
第
三
位
と
し
た
。
ま
た
、
「
映
画
に
つ
い
て

の
断
想
」
（
前
掲
）
で
も
高
評
価
を
寄
せ
、
「
戦
後
僕
の
見
た
［
前
衛
］
映

画
の
う
ち
で
、
と
く
に
取
上
げ
て
考
え
て
い
い
と
思
わ
れ
る
」
（
二
六
八

頁
）
作
品
と
し
て
、「
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
、「
海
の
牙
」
、「
恐
怖
の
報
酬
」
、

「
毒
薬
と
老
嬢
」
が
あ
る
と
述
べ
た
。

三
・
三
・
四

ク
ル
ー
ゾ
ー

公
房
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
映
画
監
督
、
ア
ン
リ
＝
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
＝
ク
ル
ー

ゾ
ー
「
恐
怖
の
報
酬
」
に
つ
い
て
、「
オ
ブ
ジ
ェ
雑
感
」（
前
掲
）
で
は
「
は

る
か
に
無
気
味
の
一
貫
性
で
つ
ら
ぬ
か
れ
て
お
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ

り
、
映
画
と
し
て
新
し
い
の
だ
と
思
っ
た
」
（
三
四
二
頁
）
と
述
べ
、
「
映

画
に
つ
い
て
の
断
想
」（
前
掲
）
に
お
い
て
は
、「
あ
れ
［
「
恐
怖
の
報
酬
」
］

は
見
ま
し
た
。
面
白
か
っ
た
。
こ
の
監
督
（
ク
ル
ウ
ゾ
オ
）
と
、
「
海
の

牙
」
の
ク
レ
マ
ン
は
好
き
で
す
ね
」
（
二
七
七
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

三
・
三
・
五

ダ
ッ
シ
ン

公
房
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
「
宿
命
」

―
戦
後
映
画
史
上
の
傑
作
」
（
一
九

五
七
年
一
一
月
『
婦
人
公
論
』
、『
全
集
七
巻
』
所
収
）
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
人
監
督
、
ジ
ュ
ー
ル
ス
・
ダ
ッ
シ
ン
の
、
「
裸
の
町
」
や
「
真
昼
の

暴
動
」
、「
宿
命
」
を
評
価
し
た
。
中
で
も
「
宿
命
」
に
感
銘
を
受
け
、「
小

さ
な
コ
ッ
プ
」
（
一
九
五
八
年
三
月
『
群
像
』
、
『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で

は
、
原
作
つ
き
映
画
が
原
作
に
囚
わ
れ
る
あ
ま
り
映
画
と
し
て
の
魅
力
を

失
っ
て
い
る
と
述
べ
つ
つ
「
ダ
ッ
シ
ン
「
宿
命
」
や
ク
ル
ー
ゾ
ー
「
恐
怖

の
報
酬
」
な
ど
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
」
（
一
〇
六
頁
）
と
発
言
し
た
。

三
・
三
・
六

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
を
評
価
し
て
い
た
公
房
だ
が
、
個
別
に
作
品
を
論
じ
た

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
演
劇
・
映
画
を
論
じ
る
際
、
頻
繁
に
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
へ
言
及
し
て
お
り
、
愛
好
ぶ
り
が
窺
え
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
オ
ブ
ジ
ェ

雑
感
」
（
前
掲
）
で
は
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
作
品
を
好
い
て
い
る
と
語
り
、

エ
ッ
セ
イ
「
新
し
い
世
界
の
冒
険
」
（
一
九
五
七
年
一
月
三
日
『
読
売
新

聞
』
、
『
全
集
六
巻
』
所
収
）
で
は
、
機
械
の
部
品
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
現
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代
人
の
苦
悩
を
示
し
た
点
で
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
え
が
い
た
世
界
は
、
今

日
ま
だ
新
し
い
」（
四
六
五
頁
）
と
評
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
お

化
け
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
を
語
る
」
（
一
九
五
七
年
五
月
『
新
劇
』
、
『
全

集
七
巻
』
所
収
）
で
は
、
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
で
も
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
的
ド

タ
バ
タ
喜
劇
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
も
の
を
立
派

に
つ
く
っ
て
い
ま
す
よ
」
（
一
四
九
頁
）
と
発
言
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
ス
」
（
前
掲
）
で
も
、「
私
が
、
理
想
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
を
思

い
浮
べ
る
と
き
、
ど
ん
な
音
楽
劇
よ
り
も
、
ま
ず
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
を
思
い

出
す
」
（
一
二
七
頁
）
と
語
る
。
そ
の
演
技
に
つ
い
て
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
ス
の
反
省
」
（
前
掲
）
で
、
独
特
の
形
式
を
持
つ
演
技
を
不
透
明
な
演

技
と
称
し
た
上
で
、
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
不
透
明
な
［
演
技
を
す
る
］
俳

優
の
一
つ
の
典
型
」
（
一
九
九
頁
）
だ
と
高
く
評
価
し
た
。

三
・
三
・
七

そ
の
他

文
学
の
節
と
同
様
、
言
及
回
数
は
少
な
い
が
公
房
の
好
ん
で
い
た
作
品

を
列
挙
す
る
。

「
オ
ブ
ジ
ェ
雑
感
」
（
前
掲
）
三
四
二
頁
で
は
、
先
述
し
た
作
品
の
他

に
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ス
「
荒
野
の
抱
擁
」
、

ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
マ
ン
・

・
マ
ク
ロ
ー
ド
「
虹
を
掴
む
男
」
、
フ
ラ
ン

Z

ス
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
デ
ュ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
「
旅
路
の
果
て
」
が
好
き
な
作
品

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

公
房
は
、
チ
ェ
コ
旅
行
中
に
観
た
イ
ジ
ー
・
ト
ル
ン
カ
の
ス
ト
ッ
プ
・

モ
ー
シ
ョ
ン
映
画
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
日
本
共
産
党
は

世
界
の
孤
児
だ

―
続
・
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
え
た
こ
と
」
（
前
掲
）
五

三
頁
に
よ
れ
ば
「
草
原
の
ア
リ
ア
」
、「
飛
行
船
と
愛
情
」
、「
天
使
の
外
套
」

が
面
白
か
っ
た
と
い
う
。

座
談
会
「
観
客
席
か
ら
の
発
言
」（
一
九
五
七
年
七
月
『
文
学
界
』
、『
全

集
七
巻
』
所
収
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
、
ジ
ョ
セ
フ

・

・
マ
ン
キ
ウ
ィ
ッ
ツ
「
野
郎
ど
も
と
女
た
ち
」
の
最
初
の
シ
ー
ン
に

L
「
ぼ
く
は
一
番
感
心
し
た
」
（
三
三
三
頁
）
と
発
言
し
て
い
る

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
「
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
劇
場
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が

成
功
し
て
い
る
と
、
エ
ッ
セ
イ
「
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
噛
み
ま
し
ょ
う
」

（
一
九
五
八
年
二
月
『
群
像
』
、『
全
集
八
巻
』
所
収
）
九
九
頁
で
語
っ
た
。

公
房
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
拍
手
製
造
機
」
（
一
九
五
八
年
五
月
『
群
像
』
、

『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
「
恐
る
べ
き
親
達
」
が

舞
台
を
「
完
全
に
二
つ
の
部
屋
だ
け
に
限
定
し
、
ま
さ
に
逆
説
的
な
［
だ

が
新
し
い
空
間
を
発
見
す
る
よ
う
］
効
果
を
あ
げ
て
い
た
」（
一
一
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
「
オ
ブ
ジ
ェ
雑
感
」
（
前
掲
）
三
四
三
頁
で
も
好

き
な
監
督
と
し
て
コ
ク
ト
ー
の
名
が
出
て
い
る
。

座
談
会
「
撮
影
所
に
飛
び
こ
ん
で
」
（
前
掲
）
で
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ベ
ー

ル
・
ブ
レ
ッ
ソ
ン
「
抵
抗
」
が
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
（
二
二
〇
頁
）
と

語
っ
た
。

ト
ル
ン
カ
や
ヘ
ル
ミ
ナ
・
テ
ィ
ル
ロ
ヴ
ァ
と
並
ぶ
、
チ
ェ
コ
の
人
形
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
が
カ
レ
ル
・
ゼ
マ
ン
で
、
公
房
は
彼
の
「
悪
魔
の
発

明
」
と
い
う
作
品
を
、
エ
ッ
セ
イ
「
映
画
「
悪
魔
の
発
明
」
の
独
創
」（
一

九
五
九
年
四
月
『
世
界
』
、
『
全
集
九
巻
』
所
収
）
で
「
映
画
そ
の
も
の
と

い
う
し
か
な
い
よ
う
な
、
独
創
的
な
世
界
の
発
見
」
（
四
八
八
頁
）
を
な

し
た
作
品
で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
る
。

三
・
四

自
然
科
学
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医
学
部
出
身
の
公
房
は
自
然
科
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
が
、
中
で
も

生
物
学
や
生
物
工
学
に
強
い
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
話
題
に
し
た
回
数

が
多
い
。
先
行
研
究
で
は
鳥
羽
（
前
掲
）
が
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
か
ら
の
影

響
を
論
じ
て
い
る
。

公
房
の
言
及
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。
生
物
学
や
生
物
工
学
に
関
し
て
は
、

「
文
学
サ
ー
ク
ル
の
あ
り
方
」
（
一
九
五
六
年
二
月
駿
台
社
『
現
代
文
化

講
座
』
、
『
全
集
五
巻
』
所
収
）
で
無
痛
分
娩
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
エ

ッ
セ
イ
「
映
画
俳
優
論
」
（
前
掲
）
で
は
「
悲
し
い
か
ら
泣
く
の
で
は
な

い
、
泣
く
か
ら
悲
し
い
の
だ
」
（
四
七
〇
頁
）
と
い
う
文
言
を
記
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
末
梢
の
諸
効
果
器
の
生
理
的
反
応
に
よ
っ
て
情
動
が
発
生

す
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
心

理
学
者
ラ
ン
ゲ
の
提
唱
し
た
末
梢
起
源
説
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
る
。
ま

た
、
エ
ッ
セ
イ
「
う
ま
い
字

へ
た
な
字
」
（
一
九
五
八
年
三
月
二
九
日

『
新
潟
月
報
』
夕
刊
、
『
全
集
八
巻
』
所
収
）
で
は
、
ソ
連
で
「
思
っ
た

だ
け
で
働
く
「
マ
ジ
ッ
ク
・
ハ
ン
ド
」
が
発
明
」
（
二
八
一
頁
）
さ
れ
た

と
い
う
、
新
聞
記
事
「
ソ
連
神
経
生
理
学
の
背
骨
」
（
一
九
五
八
年
三
月

一
九
日
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
）
な
ど
で
話
題
に
な
っ
た
事
柄
を
記
し
、
エ

ッ
セ
イ
「
大
衆
と
歴
史
の
逆
説

―
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
提
言
す
る
」

（
前
掲
）
に
は
、
「
血
液
は
骨
髄
で
つ
く
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
実
は
小

腸
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
だ
」
（
二
九
五
頁
）
と
し
た
千
島
学
説
に
関
す
る

記
述
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
学
説
は
現
在
、
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。

公
房
独
自
の
科
学
的
理
論
も
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
」

（
前
掲
）
に
て
、「
「
前
庭
器
性
空
間
知
覚
」
と
で
も
い
う
べ
き
、
よ
り
根

元
的
な
自
己
感
覚
や
、
間
接
部
位
や
コ
ル
ジ
氏
器
官
に
よ
る
姿
勢
な
ら
び

に
運
動
感
覚
等
」
（
一
二
六
頁
）
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
中
心
で
あ
り
、
こ

れ
ら
感
覚
に
よ
っ
て
人
は
リ
ズ
ム
を
理
解
す
る
と
し
た
。

他
に
は
一
九
五
七
年
一
〇
月
四
日
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
一
号
打
ち
上
げ
成

功
に
関
し
て
「1957

・
ア
ル
フ
ァ
の
逆
説
」
（
一
九
五
八
年
一
月
『
み
づ

ゑ
』
、
『
全
集
八
巻
』
所
収
）
な
ど
で
異
常
に
騒
ぎ
立
て
る
知
識
人
を
批
判

し
、
エ
ッ
セ
イ
「
人
間
未
来
史
観
序
説
」
（
一
九
五
八
年
六
月
『
中
央
公

論
』
、
『
全
集
八
巻
』
所
収
）
三
三
三
頁
で
は
ソ
連
の
地
球
物
理
学
者
ア
ド

ル
フ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ア
メ
リ
カ
の
理
論
物
理
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
モ
フ
、

ソ
連
の
細
菌
学
者
ボ
シ
ャ
ン
の
学
説
に
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
房
は
リ
ッ
チ
・
コ
ー
ル
ダ
ー
『
沙
漠
と
闘
う
人
々
』
（
一
九

五
二
年
九
月
岩
波
新
書
）
を
愛
読
し
て
お
り
、
エ
ッ
セ
イ
「
ヘ
ビ
の
こ
と

で
も
…
…

―
常
識
に
つ
い
て
」
（
一
九
五
三
年
一
月
一
〇
日
『
文
庫
』
、

『
全
集
三
巻
』
所
収
）
で
「
せ
ん
だ
っ
て
、
リ
ッ
チ
・
コ
ル
ダ
ー
の
『
沙

漠
と
闘
う
人
々
』
を
読
み
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
」
（
三
九
五
頁
）
と
語

り
、
や
エ
ッ
セ
イ
「
ま
ず
解
剖
刀
を

―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
提
唱
と
〈
蛇

足
〉
に
よ
る
そ
の
否
定
」
（
一
九
五
五
年
九
月
柏
林
書
房
『
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
と
は
何
か
？

日
本
の
証
言
（
増
補
）
』
収
録
、『
全
集
五
巻
』
所
収
）

で
は
、
『
沙
漠
と
闘
う
人
々
』
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
コ

ー
ル
ダ
ー
の
「
数
百
枚
の
沙
漠
論
文
」
に
つ
い
て
「
そ
の
観
察
も
深
く
、

よ
り
面
白
い
」
（
二
八
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
座
談
会
「
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

―
現
在
の
眼
」
（
前
掲
）
で
は
「
眠
っ
て
い
る
も
の
の

眼
を
さ
ま
」
し
、「
読
む
も
の
に
空
間
が
必
死
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
な
」（
一

一
二
頁
）
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
と
評
し
て
い
る
。

他
に
は
、
テ
ィ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
『
動
物
の
こ
と
ば
』
（
訳
者
代
表
・
渡
辺

宗
孝
、
一
九
五
七
年
七
月
み
す
ず
書
房
）
に
関
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
境
界
線

上
の
衝
動
」（
一
九
五
七
年
一
〇
月
八
日
『
西
日
本
新
聞
』
、『
全
集
七
巻
』

所
収
）
や
エ
ッ
セ
イ
「
物
真
似
」
（
前
掲
）
一
八
頁
で
言
及
し
て
お
り
、

佐
々
木
幸
喜
「
安
部
公
房
『
箱
男
』
試
論

―
テ
ィ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
『
動
物
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の
こ
と
ば
』
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
」
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
『
国
語

国
文
』
七
八
・
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、『
動
物
の
こ
と
ば
』
は
小
説
『
箱
男
』

（
一
九
七
三
年
三
月
新
潮
社
）
の
典
拠
で
あ
る
。

む
す
び

本
稿
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
の
公
房
の
鑑
賞
歴
を
調
査
し
、

彼
の
好
ん
だ
作
品
や
思
想
、
科
学
技
術
の
話
題
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
研
究
で
は
焦
点
の
当
た
っ
て
い
な
か
っ

た
公
房
の
関
心
や
趣
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
文
学
で
は
魯
迅
や
マ
ヤ
コ

フ
ス
キ
ー
な
ど
、
思
想
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
や
毛
沢
東
な
ど
と
の
比
較
研
究

が
乏
し
い
。
ま
た
、
公
房
は
映
画
を
頻
繁
に
鑑
賞
し
て
い
た
が
、
映
画
と

公
房
の
関
係
を
論
じ
た
研
究
は
僅
少
で
あ
る
。
ま
た
、
生
物
学
へ
の
関
心

が
強
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
、
そ
の
知
見
が
創
作
に
活
か
さ
れ
た
可
能
性

は
大
い
に
あ
る
。
本
論
は
典
拠
研
究
の
た
め
の
基
礎
調
査
で
あ
り
、
こ
の

結
果
を
基
に
今
後
、
公
房
の
材
源
特
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

［
付
記
］

引
用
文
に
つ
い
て
、
特
筆
な
き
場
合
、
安
部
公
房
の
小
説
・
戯
曲
は
初
出
に
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
『
安
部
公
房
全
集
』
（
全
三
〇
巻
、
一
九
九
七
年
七
月
～

二
〇
〇
九
年
三
月
新
潮
社
。『
全
集
』
と
表
記
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
ま
た
、

常
用
漢
字
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ
は
略
し
た
。
な
お
、［
］
内
は
糸
賀
に
よ
り
、「
／
」

は
改
行
を
示
す
。
ま
た
、
本
研
究
は

次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ

J
S
T

ラ
ム
（

）
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

J
P
M
J
S
P
2
1
1
0

（
い
と
が

か
ん
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


